
 

あみだくじで数学２ ～あみだくじに共通する“誘導部分グラフ”の発見～ 
 

要旨 

私は身近なあみだくじを数学的対象として考察することが可能であること,特に書籍「数学ガ

ール/ガロア理論」で扱われる縦棒 3本のあみだくじの群𝑆3と縦棒 4本のあみだくじの群𝑆4に

おける構造の共通性に興味を持ち,昨年度から研究を行った.先行研究では,ケイリーグラフ

に群𝑆4の構造を落とし込み,群𝑆4に見られる様々な特徴を可視化することに成功した.特に

「群𝑆4のケイリーグラフと同じ構造が,群𝑆4のケイリーグラフにも見られる」という興味深い性

質を観察した.任意に取った生成系で生成されたケイリーグラフ同士に共通する構造が見ら

れたことを疑問に思い,今年度はそれらが共通する構造を持つための十分条件について, 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケイリーグラフの生成系に注目し研究を行った.本研究では𝑆3と𝑆4及び,一般の対称群𝑆𝑛と

𝑆𝑛+1のケイリーグラフにおいて共通構造が見られるための生成系の十分条件を与えた.具体

的には,群𝑆𝑛の生成系を𝑇𝑛 ,群𝑆𝑛+1の生成系を𝑇𝑛+1 ,群𝑆𝑛+1の部分群を𝑈𝑥  (ただし𝑈𝑥の元は

1 ≦ 𝑥 ≦ 𝑛を満たす自然数𝑥を固定する置換),写像𝑓を𝑆𝑛から𝑈𝑥への同型写像とおくと, 

「𝑆 = 𝑓(𝑆) ∪ (𝑆𝑛+1 − 𝑈𝑥)を満たす」ことが所望の十分条件であることを証明した .今後の課

題として,今回得られた十分条件を緩和した条件や必要十分条件の特定を行うことがあげら

れる. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先行研究 目的 

用語の定義 

予想 

予想の証明 

結論 今後の展望 謝辞・参考文献 


